



































































































































































































































































































































































































何かと言うと、漢字は一つの字が l 子音 1 母音で
できています。母音だけの場合もありますけれど
も。つまり日本語と違って 1 語 1 音節なんです。
たとえばこちらに「中外賓皐」とありますと、あ
ちらに「中日英才」というふうに 4 字と 4 字、つ




















































































































































































































































































































































































































｛司会］ 何かこの第 1 段落でご質問ございません
か。ここにも「中外J と出てくるんですね。


























































































































それから第 4段落の 4 行自に「華人J とありま
すね。これは原文では n青学生」になっている。














































東車両文書院 f興学要旨L r立教綱領j を読む
｛池上］ いや、すぐ病気しちゃって同文書院にあ
まり長くいなかったもんですから。

















































［石田］ 先生、ただ『沿革史j より前ので、 1901
年 5 月 1 日の同文会の報告にも I興学要旨j と f立
教網領j が出ているものですからこれがたぶん…。









































































講中外之質事。教中日之英才。一以樹中国富強之基。一以留中日輯協之根。所期在乎保全中因。而定東亜久安之策 立宇内永和之針。中園之於 。封土民衆。館居什之九 其於日本．雷同其文 民間其俗。誼則隣友 情則兄弟。唇歯之形也。虞敏之勢也。其安危興亡。不濁潟中国官民之休戚。不待識者而知突。且夫四百除州之庚土。謹宇内之雄園 而統治之締弛子内。四億館高之衆民。披六合之上遊。市危疑 情見子外．山津之富。関市 利。篤海外列置所羨望護服者 且敷十年。照照接接 東往於此者。不知其幾千寓人。然而彊封不移 金甑無歓者 誠以列強 均衡未失其卒。彼此形格嚢前。莫敢稜難端蒋耳。蓋 鈎之重。加録南而 割譲 失。錐尺地寸土。而足以動列強之均衡。均衡一動。則列強誼起。求所以保持其卒者 是国其所不得己。求而得之。則啓中圏分鰯之端 不得期篤東亜 乱之階。是亦勢之 不可禁 要 割地之事一行。市中国之危急不可救 東亜 縞乱 可防。態勢所及。安知不以至於撹擾宇内菖邦 平和耶。果然保全中画 乃 以保東
E之安全。保全東亙。乃所
以保宇内之平和也 顧東亜之邦 惟中国潟大 惟日本 強 若夫強興大相輯協 内議自彊之策外修柔謹之蓮。始可 有篤於東亜。難 園 画勢如彼其衰也
e国歩如彼其一類也。即興共提寧措




富盟強兵之道不一。而莫若興事校養人材之最捷且便駕 何 国 富強。以民 智徳篤本 民智徳。以士大夫之智徳鳥準 而畢校者 賢士 夫之所由出也 顧孔孟仁義 数 中日 所千百世紹越寧奉 爵修身治関之訓者 建諸天地而 惇 質諾鬼紳而無疑 歌美格致 皐 日本 数十年採納唖曙
e而爵利用厚生之法者。講習之精。運用之妙。比諸泰西列園。殆不多謀。今南国先
準。協心裁力。大興事校於 園之都邑。集南置土民之俊秀 授 仁義忠孝 教格物 知之事
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東亜同文書院『興学要旨』、『立教綱領j を読む
参之以語言文字官商賓用語科。砥砺其徳性。啓晋其智能。則東亜人材之勃興。可趨足而待失。而先達士大夫。文従而援引保薦。使之得展駿足。則可以輔治道 可以最利源。可以化民易俗。可以折衝禦侮。誠如是。欲題之不最富兵之不強盛．量可得乎。輯一曹協裁之端不一。而英若敬育協同之尤多功而無失鷲。何謂之教育協向。以彼我師友育彼我子第是己。今夫遁謀於軍園 政。緩念相援。内外相慮。謂之政治協問。合力於貨殖之業 有無懇蓮．短長費補。謂之商工協向 此二者魁協同之重且大者。其全邦交敦隣誼之功深且蓮実 中日之不可一目怠於此。園無庸論也。睡然軍圏之利害。商工之得失 不必彼我同撰 時或植略行於其問 以使人有隔靴掻捧之嘆。躍有協同之義者。往往不莞駕
e至於教育協同則不然。其所期。惟智徳之島京蓮耳。其所事。惟子第之敷養耳。其






之縞目也。葦六経四子。古先聖賢所以修身歳月家卒天下之法也。停所指締本諸身徴諸庶民。吉世以倹聖人濁不惑者 費存乎此失 徳教之本。道事之源 莫得而加鷲。然自西事之入我邦也 事者往往来之高題。而不復議。 識 深 鶏憾駕。故本書院。首設経事 科。議明先聖先儒之大道。以am窮理正心修己治人之本。所要於中園。英切於文明利器。所関於華人。英甚於泰西科挙。夫唯
泰西科事有関。是以文明利器不備。夫唯文明不備 是 富圏強兵之事不就緒。乃知泰 科臨宇之攻修。
am中国事生所尤宣致心力者也。逗而忠之。泰西列画。其於科事也。各有短長精議 有欲就其
畏而取其精。｛且先境各図 言語辞文 是蛍可勉強於期月之間荷得者乎 我邦修西 三四十年実。始者 誇荷 其次取諸英典美。文其次取於法於徳於伊。然専乎彼者。必蓮乎此。精於一者必巌於ニ。裏裏乎其難哉。今期事者概藷列圏之畳一回文。聴 其入。観於其書 就其長者而究 擢其精者荷孝之 垂諸文。以爵後進階梯。而我邦之科事 幾乎大成失 夫華之奥我。幸有同文恵。華人之事我一冨辞。輿 言癖執難敦易 較而明突
e今授中園事生以我言語文章。使得師我
人。由我書。以 日用百科 則列函之一言文不待事 列閤 長短不待較 泰西科事之精華 其如指諸掌欺 且夫中日 輔協。中園之穏也 日本之文事武備 中園之模範也。中園之資於我 而補於
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彼者極大失。華人之不得於彼。市有待於我者極多失。観光之行。．負笈之遊。持共年盆蓬失。九華人所須要於我言語文齢者。指不勝居。本書院以日本言文 加乎賓用百科之上者。以此故也。日本事生。概取誇中事既成 後。故所関如於此輩。不在乎泰西科事。而在乎中園時務。不在乎敏美之典章文物 荷在乎 薗之情形民物之動静 顧爾園士民之相阻隔也久失。彼我相続。殆如秦越肥熔。今也。東亜時局之危念己如彼。中日輯協之緊要己如彼。先費先憂之志士。依唇歯輔車之誼。侶曲突徒薪之設。文己如彼。而爾圏輿論未定也 衆心未警也。姑息之眠倫安之夢未覚也。所以然者何哉。無他。審中日之情僑東亜之形勢 審乎未遁於府懸是己 故本書院之徴事生 博求於各府各蘇 市不偏於一方一局 旦謀於各府懸。而致公費留事生。待其事業成就。散 於爾図之官郷。一 助経図利民之業 一以議善隣修睦之道。則庶幾雨園之形勢情儀。由是漸遇 彼我輯協之端。由是漸開。所謂政治商工之協同。亦由是漸準。而中園富強之基礎。途就其緒突 然則倍脚本
221 
























端ヲ発スルコト莫カリシヲ以ツテノミ。差シ千釣 重キモ鎌筒（少量の意）ヲ加ウレバ移 。劉壌 失戸 尺地寸土ト錐モ、以ツテ列強ノ均衡ヲ動カス
た

















ズ、以ツテ萄安（一時の安泰） 図ルペキモ、来ダ以ツテ久全ヲ保ツベカラズ。乃チ知ル、今ニ及ンデ中国ノ顔努ヲ鋭回シ 共ノ富強ヲ致 ニ非ザ
主
AVLι


































打、内外相応ズル、コレヲ政治 協同ト飼えカ 窓会エ合ヲセ、有無怒遷（交易にっとむ）シ、短長資格（助砂捕る）スル コレヲ商工ノ協同ト謂ク。此ノニ者ハ並ピニ協同ノ重且ツ大ナルモノナ
pe
其ノ邦交ヲ金クシ隣





















































































ツ有ルモノハ極メテ多シ。観光ノ行、負笈 遊（哲学）ハ将ニ年ト共ニ益々進マントス。凡ソ中国人ノ我ガ言語文辞 須要（必要）スル所ノモノハ、指ヲ屈スルニ勝エズ。本書院ガ 本ノ 文ヲ以ツテ実用百科 上エ加ウルハ、此ノ故ヲ以ツチナリ。日本学生円、概ネコレヲ中学既成ノ後－一取ル。故エ此ノ護一一関如スル所
4 5 
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学生ヲ徴兵ルヤ、博ク各府県ニ求メテ、一方一局ニ偏ラズ、且ツ各府県エ謀リテ公費ノ留学生ヲ致スロ其ノ学業ノ成就ヲ待ツテ、コレヲ両国 官郷ニ散夕、一ニハ以ツテ経国利民 業ヲ助ケ、一ニハ以ツテ善隣修陸 道ヲ講ズレハ＼則チ両国ノ形勢情実ハ是レ一一由ツテ漸ク通ジ、 輯協ノ端ハ是レエ由ツテ漸ク開キ、所謂政治、商工ノ協同モ亦タ是レエ由ツテ漸ク進ミ、市シテ
ちか
中国富強ノ基礎ハ遂 其ノ緒ニ就ク－一庶幾カラン。然ラパ・則チ 本書院ノ学生タル者ハ、宣シク中日輯協 媒介ト為リ
J、中国富強ノ鼓吹（推進者）ト為















































（明治 34) 5 月に開学された東亜同文書院に合併
されることになります。
「要旨j と『綱領j の作者









なお『近衛篤麿日記第 2 巻j 所載の明治 32 年
12 月 2 日の項に、佐藤正幹事長の「南京同文事











① 創立南京同文書院要領 『東亜同文台報告j 第 18 困 ①報告 明治 34 年 5 月 1 日
② 創立東亜同文書院要領 不明（ 1 枚刷） ② 1 枚物 不明（記載なし）
③ 創立東盛岡文書院要領 f東盛岡文曾沿革史j ③沿1fi史 明治 41 年
④ 創立東亜同文書院要領 f東亜同文書院一覧j ④一覧 大正 8 年 1 月
⑤ 輿撃要旨立教綱領 f東亜同文書院紀要j ⑤紀要 大正 12 年 12 月
⑥ 興祭の要旨立教綱領 f東亜同文書院創立 30 周年j ⑥ 30 周年 昭和 5 年 1 月
⑦ 興事の要旨立教の綱領 f山洲根津先生侍j ①根津先生伝 昭和 5 年
@ 興事の姿旨立教綱領 f東亜同文書院創立 40周年j ⑥ 40 周年 昭和 15 年 6 月
⑨ 興事ノ要旨立教綱領 『撃生生徒便覧」 ＠便覧 昭和 17 年 9 月
⑩ 東亜同文書院興祭要旨立教綱領 f東亜同文書院大星第史』（小型本） ⑩大学史（小型） 昭和 30 年 7 月
⑪ 興事の要旨立教の綱領 『東亜同文書院大拳史j ⑪大学史 昭和 57 年 5 月
⑫ 興事要旨立教綱領 愛知大学東亜同文書院大学記念センター ⑫記念センター 平成 19 年 11 月
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を冠している。⑤以降は全て欠いています。




(2）『要旨J と f綱領j 中の字句異同
12 種類の各文に於ける字句の異同を示し
ました。
i f要旨j の部と f網領j の部に分けて示し
『興事要旨J の部
①報告 ② l 怯物 ④一覧 ⑤紀聾 ⑤3日刷年 ①恨惇先生｛云
宵 Hi高之毘才 政目立英才 政中日之甚才
摘岡 中田










去干鈎之 I ck平均之 畳平均Z 置干鈎之
官今之時 畳分之時 ナン ナン ナシ
清之割出
列強之白面 列強之均衡









!I!高高t 民 r. 悦苦手




布、強盛 ィ、彊盛 不強盛 ィ、強盛 不強盛
隔靴掻ii之忽 隔靴掻樟之位 間靴II咋之鴎 隔靴l!f事之歎










⑤ 10 同年 ( 1Ul: ⑪J大学史（小型） ⑪大学史 ⑫配企センター












置ン千鈎ノ 置千釣之 直ン干鈎ノ 畳T鈎之
ナシ ナシ ナシ ナy ナン
割舗ノ費 銅踊之世 倒閣ノ央 割邸之失
列強ノ均衡 列強之均衡 列強ノ均衡 列強之均衡
•I•圏分崩 中国分踊 中四分Ill
中田 中国 中困
f芭ダ中掴ヲ大 世中凶ll，人 f世レ中国ハ主； 惟中困諸大





桜ヲヤ !!!ll干 悦ヲヤ 航者乎
富国強兵 富岡租兵
河ンテ母校ナル苦 而学校者 而シテ宇佼ハ 而畢校者
!Ii背文字 16娯文字 詩学文字 !Q.t文字
不強盛 4、量盛




而依聾 而聾 聾ウ 而聾 養ワパ 扇提
子部乎 子勉
疎唾 原書 採聾
敦化之且 般ltZ興 教化之島 技it之興 肱化ノ島a•1 教化之興 純化ノ民ヲリ ftit之興
堕ト暦敵 臨ト陪叡 回ト底舷 l!H陪敵 B ト医院 匡ト匪敵 匡ト暦監 贋ト盾盤
欧曳 欧捜 欧米 敏英
英償健法 英実健法 英露掠仏 提築館法
主.811組文 友持組丈 正路ノ誼宜 左緒礼文 友邦のtL；宜 ま緒磁文
克服 中関 中関 ＂＇調
楠岡 中阻 中関 中園
富岡強兵 富岡鍾兵 宮崎臨晶 富阻強兵 富田彊具 富図強兵 富闘強兵
此柑 指 始 始 始 殆ンド 殆 殆ンド 揃
『立教綱領j の部
①締官 @I 枚物 ③沿革世 ＠ー箆 告潟要 @30属年 ①倶i寧先生伝 ＠咽周年 ⑤便覧 ⑩大学史｛小型｝ ⑪大学史 ⑫包企センター
清撃生 •I・8畢生 中国学生 中岡畢生
清英 中高
壷息儒阻 聖路線路 圭践報凶 童館線固
定存乎此皇 ff存乎此皇 主存乎此長 官存手此揖 賞ニ此ニ寄ス突 主宰乎此突 翼手此ニ脊スルナ’』 官事乎此突
往往 往往
清岡 >l'i!I 中国 中園
所開 所開 所鴎 同クル所 所闘 岡タル所J、 所周
情人 躍人 中国人 事人
布嗣 膏悶 有鴎 同クル有’J 岡タル有・J 有岡
不偏 平謝 不偏 個ハラズ 偏ワラズ 不錨
司、情 平海 不備 宙ハラパ 偏ワラズ 不備
情II!生 中岡拳生 申国学生 中国製生
宜尤 尤宜 尤モ宜シタ 尤宜 主モ宜シタ 主宜
其Bき符号店 歪除特畢 其於科修 其ノ軒撃ニ酔，.. 'I 其併科学 民ノ科学ユ酔タルヤ 其齢特筆
続l~民 脆至畢 抵耳鼻 段差量 其ノ昆ニ脱イテハ 民其毘 其） Jlζ批キテ 事t耳畏
其欄 韮綿 其綿 至輔 時ノ舗ヲ 其m 其ノ鞠ヲ 其欄
各回之官I！宜 各回之官邸僻宜 各闘之宮箇宜齢 岳民之晶匝辞宜 魯回之宵鑓飾文 各自立兵1111宜 各困ノ宮路齢宜 ＆図之宮H辞宜 各国ノ宮路宜露 各四之宮踊僻宜商事
晶後可 世足可 晶開何 車レ鐙ニ 是盤可 量レ鎧ニ 量盟可
其：欠 歪次 ~:;: 主主 )t ））：，、 其次 其ノ車ハ 其次
英拠提 聾島業トハ 英与聾 某争末争ニ 英興央
1其次 瓦致止 X其;I( Z重次 瓦茶ノ次，、 Xlt次 Xltノ次ハ Jtl~): 
於法於II!於伊 於健鈴伊 齢詮民健於伊 於健悟i, 法ニ億二伊ユ 酔億与伊 仏ト強ト伊エ 鈴接続穆舵伊
其人 耳ノ人ユ 其人 其ノ入.：； 其人
其書 童書 其宮 童書 民ノ書ヲ n書 其ノ書ニ 其由
民ltff者 舵圭民者 f.t其畏者 民室長者 其j 11,;a,者二且キテ 舵其畏者 其111，；ル者二且キテ 統其亘書
主清之 主革之 去レ華ト 去事之 尭レ中国ト 先輩之
清人 革人 申国人 軍人
摘皐生 中目撃生 中国学生 中国学生 中田事生
































































1177'0用面白，畢1>f 以学日用百軒 皿，tftl司寧輯，牢1H 以畢日周百軒
以此紘世 t’量，lhtす・3 以此飲也 此J畠ヲ阻，テテ・』 J;I.此故也
勘0 勉暢
相隠鍋スルヤ丸シ 相阻FIJI？，.実也 掴阻圃XA-ヤ~シキナ＇I 相阻嗣也丸央
危主主巳ユ盤ノ釦シ 危急巴鏑笹 亀島，、巳ニ瞳J削タ 危急巳佃依
ー
緊要巳ニ偉J釦シ 緊製巳釦彼 軍書，、巴ユ瞳J凪シ 緊要巳釦彼
唇曾繕車之敬 書簡樋車Jft 唇箇舗車之値 智歯帽車ノ値 唇由帽車之飽
牽ダnメザルナリ 最嘗也 未F聾メ1 来書也
錨息J眠 姑息之民 姑息ノ医 姑息之眠
倫安ノ夢 値安之夢 健安ノ夢，、 信安之夢
牽グi!メザルナリ 来覚也 来グft;Iザルナリ 未i!也
争目J情蝿．．，審”ι 事中日之情 中日ノ情ヲ審ラカ 書中日之情偶
ニシ
11!豆ノ形事事ヲ・・田者 通車彊之形勢者 Jl!!Vl8’静＝過ヅ 車延之形勢者ル者
ー 噂鼠ユ 民府県 府属品 於府郎
＆府各県 各府県 暑府各＂
魁野情実 協勢情実 影努情惜
中園JZ捕直セン 繍過鈴中国 中国；. .：：；繍遍セン 摘通B守中園
曾世ノ聾窃 官世之要趨 世世ノ要碕 世世之要碕




























iv 他のものと異なり、これのみ l 枚刷りで、
印刷期日も、制作意図も不明です。原物は



























































一しました。「清」は 10 倒のうち「中」が 7 倒、
「華」が 3 例。「1青園」はすべて「中園」、「1青
畢生」はすべて「中園皐生」、「日清j はすべ
















以此故也」、「皐日用百科乎→以皐日用百科j ⑧ 40 周年
（以上①～④→⑤）など。 l 訂正により逆に誤りが明らかとなったもの
lV 時代相を反映するもの。 があります。多くは⑥によった結果とみられ
「謹忠報圏→至誠報圏j に変更。 f英俄徳法→ ます。
英美徳法J （①～④→⑤）はロシア「俄J か 「閥市→開市→関市→開市J （①～⑤『⑥→⑦
らアメリカ「美」に変更していますが、何ら →③）、「羨望奔競→羨奔競→羨望奔競J （① 
かの意図をもってのことかとも思われます。 ～⑥→⑦→⑧）、「自彊→自彊→自彊→自彊」
（①～③→④～⑥→⑦→⑧）、「此殆→始→殆
⑥ 30 周年 →始j、「就其長→就至長→就其長→就至長」、
l 誤字・脱字とみられるものが少なくない。 「其精→至精→其精→至精j、「於法於徳於伊










うか。 f唇歯輔車之義→唇歯輔車之誼→唇歯 溢 誤植とも見られるもの。
輔車之義→唇歯輔車之敬J （①、②→③→④、 f語言文字→語育文字」（①～⑦→⑥）、「各国
⑤→⑥）。 i に挙げた例の中にも、こちらに 之言語文辞→各国之言語僻文→各国之言語文
属するものがあるかも分かりません。 辞→各国之兵語辞文→各園之言語齢文→各園
之兵語辞文J （①～③→④→⑤→⑥→⑦→⑥）。





































































































しかし 12 種のうち、 9 対 3 と「閥市j を関
所と市の意に理解して、敢えて訂正しない方










となり 3 対 9 と“じつに”の意にとっていま
す。
f隔靴掻捧之想J （①～④）が⑤以下で「隔靴
掻捧之歎・（嘆）」としたのは、思い入れが一
段と強くなったように感じられます。
これらは訂正されたものが原文の意図から
ずれて根付いたことになったのではないで
しょうか。
執筆者である根津院長は大正 12 年退職さ
れる。①～⑤は在任中に出たものであるから、
根樟自身の手により訂正がなされたと断定し
ていいものか疑問が残ります。いずれにせよ
以上見てきたような原本との差が生じた理由
については詳しく調べる必要があります。
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